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　第１章　神田孝平における ｢人民 ｣― ｢愚民 ｣観を持たない思想家として―
　第２章　神田孝平における政治体制論の展開― ｢仁政 ｣から ｢會議 ｣への展開を中心に―
　第３章　神田孝平の兵庫県政― ｢民會 ｣についての構想と県下におけるその開設―
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考察されている。｢ 民心 ｣ は租税の多寡により左右されるため、統治者がこれを軽視すると「民心」はそ
の統治者から離反し、日本の独立に負の影響を及ぼす、という神田の考えが『農商辨』の根底にあること
が明らかにされている。神田は、税源を ｢農 ｣の ｢ 産物 ｣から担税能力が高く、かつ税収も見込める ｢商 ｣
の ｢ 利 ｣、とくに貿易からの ｢利 ｣へと変更する、という税制改革でこの問題を解決しようとする。この貿
易によって得られる利益に着目する経済論は、確かに江戸時代後期からみられるものであり、『農商辨』も
またこの系譜に属する経済論である。とはいえ、当時の経済論が ｢ 姦商 ｣ 観、経済の担い手として自立し













　第６章は、｢紙幣引換懇願録：貨幣四録ノ一 ｣、 ｢ 正金外出歎息録：貨幣四録ノ二 ｣（いずれも明治７〈1874〉





































































わけ、江戸時代の ｢共同体 ｣における ｢自治 ｣の慣習を評価し、この慣習の問題点をオランダの政治体制や
地方制度を参照にして修正することで、欧米の新知識を日本に応用しようとする姿勢は、洋学を志す以前の
神田の前半生や徂徠学の探究では捉えきれない彼の思想形成の過程と密接不可分の可能性がある。さらに神
田自身の経歴を追うことで、彼が「人民」を ｢愚民 ｣と捉えていた他の洋学者と対峙する立場をいかに構築
し得たか、そして、彼が「愚民」思想を持たない思想家としていかにして成長していったかがより明確にな
ると考えられる。
　第２に、神田の兵庫県政は ｢民會 ｣開設についてしか言及されておらず、本論文は彼の県令としての全業
績を把握することができていない。　
　第３に、神田の官僚としての歩みは本論文の考察対象の区切である1870年代半ば以降も継続しているにも
かかわらず、その点についての検討が不十分である。とりわけ、神田が政治経済的な発表や発言を控えるよ
うになった理由を、有司専制下の圧迫に求めているが、それだけであったかについてはさらなる検討が必要
であろう。
　第４に、1870年代後半からの日本における経済論の展開に言及するのであれば、福澤諭吉、田口卯吉、天
野為之などの経済論をより深く分析する必要がある。　　　　　　　　　　
　このような諸課題を今後の研究で解決し、官僚、洋学者、思想家たる神田孝平の総体を明らかにし、神田
の日本経済・政治思想史上の位置づけをさらに明確にすることが望まれる。
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　以上のような今後取り組むべき課題があるものの、本論文がきわめて優れた論文であることを認め、審査
員全員は本論文の提出者が博士（経済学）を受けるに値すると認めるものである。
